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　 【目的 」足 関 節 サ ポー
タ
ー

（
“
ア ン ク ル フ ィ ッ ト

”
）の 有 用

性 を，固定力 の 定 量評 価 と固 定法 に よる 使用感の 相違 を指標

と し，サ ッ カ
ー

競
．
技 とバ ス ケ ッ トボー

ル 競技で 頻繁 に用 い ら

れ て い る 固 定法 と比較 検討 をす る．

　 【対 象】 対 象 と した 固定 法 は， サ ッ カ
ー

で は ア ン ク ル フ d

ッ ト，テ
ーピン グ とバ ン デ

ー
ジ （弾性 包 帯），バ ス ケ ッ トボ

ール で は ア ン ク ル フ ィ ッ ト，テ
ーピ ン グ とエ バ

ー
ス テ ッ プ 5

　（日本 シ グマ ッ ク ス 社製〉で あっ た ，被験 者 は複 数 回の 捻挫

の 経験が あり足関節 に不安感を有する もの と した．サ ッ カー

は 筑波大学男子サ ッ カ
ー
部員 14名 （14足 ） （年齢 19〜22），

バ ス ケ ッ トボー
ル は 同大学女子バ ス ケ ッ トボール 部 員 8名（8

足 ）　（年齢 18〜22） で あっ た．

　 【方法】  固定力の 定量評価 と して
， Te王os　SE を用 い 15kg

の ス トレ ス をか け各種 固定法施行前，施行直後 ， 15分 運 動後

に お ける距 骨 傾斜 角お よび前 方引 き出 し距 離 の 経 時 的変 化 を

X 線 像 よ り計測 した．  固定法 に よ る使 用 感 の 相違 と して，
装 着 感，競技 能力 へ の 影響に 関 し て，運 動後 に 5段 階評価 で

の ア ン ケ
ー

ト調査 を行 っ た．

　【結果及 び考察】  固定 力 の 定 量 評価 ；距骨 傾斜 角の 点か ら

見 る とサ ッ カ
ー

に お い て 施 行 直後 は テ
ー

ピ ン グ （対バ ン デ
ー

ジ p （0．0ユ）に は 劣る もの の ，バ ン デ
ー

ジ よ り大 きな効果が 運

動後まで 維持 され る （対 バ ン デ
ージ p 〈0．05）とい う結果 を得

た．バ ス ケ ッ トボール で は，固定法 問に有意差 は見られ なか

っ た もの の
， テーピン グ と同程度の 効果が運動後まで 維持 さ

れ る とい う結 果 を得 た．前 方引 き出 し距離 に 関 して は，サ ッ

カ
ー，バ ス ケ ッ トボ

ー
ル と も 3 つ の 固定法間に 有意差は な い

もの の どち ら も運動後 の ア ン クル フ ィ ッ トの 効果が最 も大 き

い もの とな っ た．  固定法に よ る使 用 感 の 相 違 ：バ ス ケ ッ ト

ボー
ル に 関 して は 安定感，動 きや す さ と も他 の 固定 法 と遜色

な い 評価 を得 た，しか しサ ッ カ
ー

に 関 して は ア ン ク ル フ ィ ッ

トの 使用感 は他の 固定法に 比 して 低い 評 価 と な っ た．こ れ は

構造．ヒ内外顆 を補強プ ラ ス チ ッ ク で お お っ て しまうた め，固

定力は高 ま る もの の キ ッ ク時の 違和感や プ レー中 の 痛 み，疲

労感が 生 じた もの と考えられ る，以上 を総 合す る と，固定 法

間で 前方引 き出 し距離 に差 は み ら れ な か っ た が ，距 骨傾 斜 角

の 点 か らみ る とア ン ク ル フ ィ ッ トの 固定力は 施行直後 こ そ テ

ーピ ン グ に劣 る もの の 運動後 まで 維持 され た．しか し ア ン ク

ル フ ィ ッ トの サ ッ カ ー
に お け る使 用 感 に は 課題 を残 して い た，

サ ヅ カ
ー

は足 関 節で ボ
ー

ル を コ ン トロ ール す るため そ の 可動

性が 重要で ある が
， 固 定力が 高まる とプレ

ー
が制 限 さ れる 可

能性が 高い ，テ
ーピ ング に お い て もエ ラス テ ィ ッ クテ

ー
ブを

使用 した りと様々 な工 夫が な され て い る．着脱 も容易で 反復

利 用 が可 能 なサ ポー
タ
ー

に お い て，装 着感 が よ く固 定 力 と可

動 性 を満
’
足 させ る もの の 開発 が今 後 の 課題 で あ る ．

  足 関節サ ポ
ー

タ
ー
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　 【緒 言】足関節機 能的 不安定性 は，足 関節捻挫受傷後に 出現 する症

状で ある。こ の 症状 の 程 度 を評価する 方法と して 腓骨筋反 応 時 間が 注

目 され て い る ．また ，足関節機 能的 不 安定 性 を改 善する方法 と して 不

安定板 （バ ラ ン ス ボード）が用い られて い る．本研 究で は，足関 節

捻挫 受傷者 に対 し腓骨筋反 応時間，B王ODEX 　STABILITY 　SYSTEM に

よる バ ラ ン ス ボー
ドの 評価 値 （Stability　Inder）お よび，関節動揺性

との 関連性 を検討 し，足関節捻挫受傷後 の機 能的特徴 をよ り多角的に

評価す る こ と を目的 とした．

　 1研 究 方 法】〈対 象 》新鮮足 関節捻挫受傷者 4名 （male 　3，　fem41e1，
age ：18．23，mean ± SD ／20．2± L92 ）《方法 》 （1．足 関節 動揺 性 の 定景

評価 ）初診 時 に，ス トレス テ ス ト用足 関節固 定ee　Telos　SE を用 い ，
15kg の 内反ス トレ ス を か け，距骨傾 斜角 の 測 定 を行 っ た．（2．足 ．
関節内反 刺 激 に よ る長 ・短腓 骨筋 の 反応 時 閊の 測 定）片側 の 足

関節 に突然 の 内 返 し刺激 を模擬 で きる 台の 上 に立た せ，台が 突然 2S
“

倒 れた とき の筋 電図をと り，そ の 波形 か ら長
．・短腓 骨筋（以 下 PL，　PB ）

の 反応 時間を測 定 した．　 （3．下 肢 の バ ラ ン ス 能 の 定 量 評価 ） 被

検者は ．BIODEX 　STAB 正LITY 　SYSTEM の プ ラ ッ トフ ォ
ーム 上 にて，

片脚立 位，開眼，手 を腰 に 当て 保持 さ せ た．次に デ ィ ス プ レ イ タ
・．．・．

ゲ ッ トの 中心 に カ
ー

ソ ル が くる よ うに プ ラ ッ トフ ォ
ーム を調 節す る

よ う指示 した．被検者は，30秒 の練習の 後，左右交互 そ れぞ れ 3 回

ず つ 、60秒 間 の 測定 を行 っ た ，評価値は StabiLity　Index （以下，　 SI）
と．内 M ／LIndex （以下，　 MLI），AIPIndex （以 下，　 API）を用 い た，
　 【結 果 お よ び考 察】　（被検者 A ） 健側 は ，4 年程前 に 1 回捻 挫

した だけで ある に も関わ らず反応時間が 明 らか に遅か っ た．原 因 と し

て はJ神経学的，遺伝学的 な どの 先天 的要 因が ある こ とが 考 えられ る，
　 （被 検 者 B ） 健側 の 捻挫 経験 は な く，どの 項 目も非常 に安定 した

値 を示 して い る，一方，患側 は，保健管理セ ン タ
ー

を受診する 2 ヶ 月

前に
一

度 捻挫 経 験 が あ っ たが，そ の ま ま部活動 を継続 ，今 回の 受 診 は，
熱感．腫脹な ども診 られ た が，主 訴 は不 安 感 で あ り．SI，　API，　 MLI

な どの 数値が その 不安感を反映 してい る と考えられる，（被 検者 cl

患側 よ りもむ し ろ 健側 の 方が TT の 増 大 が見 られ た．　C の 場合，受傷
したの は 右 だが ，両側 と も捻挫 経 験 は 6 回 以上 で あ り，こ の こ とが

TT の 増大の 要因となっ て い る こ とが考 えられ る．また，　TT の 増大 に

も関わ らず SI の 値 が 安定 して い る の は ，日頃 の トレ ー
ニ ン グの 成果

に よ り，神経 ・
筋機 能 が 発 達 して い る た め だ と思わ れ る，　（被 検 者

D＞健側 は安定 した状態で ある．患側の 反応 時間は健側 よ りも遅延 し

て い た．しか し，TT の 増大は 見 られな かった．これ は，受傷 して か

ら TT の 検 査 を行 うま で に ，6週近 くか か っ てお り，筋 ・また は 内部

組織の 影響な どに よ り足 関節が 拘 縮 して い たた め と考えられ る．　 し

か し，神経 ・筋機 能は 回復 して お らず，そ の 結果反応時間の 遅延が 生

じた と い うこ とが考 え られ る ，今 回 の 結 果 か ら，健側 と比較 して Sエ
が 高値 を示 し，腓骨筋反応 時閲が延長 し，距骨傾斜角の 増大 とい う足

関節捻挫 受傷 後 の 症状の 典型例 と考えられ た の は被検者 B の ケ
ー

ス

の み で あ っ た．こ れは 症例数が 少 なか っ た な どの 理 由 の た め に 一定の

傾 向を見い だす こ とがで きなか っ た もの と考 えられ る，今後 は，症 例

数 を増 や し，条件 を規定 して 検討する こ と に よ り足関節捻挫受傷後の

特徴 を よ り明 ら か に する こ と が で きる と思 われ る ．

腓骨筋 反応 時間 ．距骨傾斜 角，Stability　lnd，。
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